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い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど

こ
か
ら
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
声
を
聴
く
た
め
に
、
次

の
方
法
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■ 
投
書
箱

　

投
書
箱
は
、表
１
の
と
お
り
、

市
内
公
共
施
設　

カ
所
と
市
内

１５

小
中
学
校
お
よ
び
県
立
高
等
学

校
の
合
計　

カ
所
に
設
置
し
て

３２

い
ま
す
。（
表
１
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ご
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で
き
ま
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メ
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へ
ア
ク
セ
ス
し
、
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
市
長
が
自
ら
聴
き
、
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
た
め
に
、
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

市民の声ボックスの流れ 

概�
ね�
３�
週�
間�
後� 

関係課が回答書を作成します。�
※緊急性があるときや、投書
内容の確認のために、担当職
員が電話等で問い合わせたり、
直接、お伺いすることもあり
ます。�

回答が必要な投書は、関
係課へ回答を指示します。�
※原則として、投書者が
回答を希望していて、住
所・氏名がわかる方に文
書で回答をしています。�

回答を希望していない投書な
どは関係課へ送付し、仕事を
進めていくうえでの参考とし
ます。�

市長が直接投書を見ます。�投書を回収します。�

投書された方に回答書が�
届きます。� 市長が回答内容�

を確認します。�

利
用
方
法
は

昨
年
度
の
声（
投
書
）の
内
容
な
ど

皆
さ
ん
の
声
を

　
　

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
聴
き
、

市
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
声
が
大
変
重
要
で
あ

り
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
原
点
と
な
る
も
の

で
す
。
市
政
に
関
係
す
る
こ
と

で
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
ご
意

見
・
ご
要
望
で
も
結
構
で
す
。

ご
意
見
に
は
、
誠
意
を
も
っ
て

回
答
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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３
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ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
投
書
は
、

２
９
０
件
で
し
た
。
す
べ
て
の

投
書
に
市
長
が
目
を
通
す
と
と

も
に
、
関
係
課
に
送
り
対
応
し

て
い
ま
す
。
投
書
内
容
別
件
数

（
表
２
）、
投
書
方
法
別
件
数

（
表
３
）、
年
代
別
投
書
者
数

（
表
４
）
に
つ
い
て
は
、
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。
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　この制度は、市民の皆さんが日ごろ生活をしていく中で気が付いた「こ

んなふうにしたらもっと市が良くなる」などの市政に対するご意見やご

要望などをお伺いし、まちづくりに生かしていくためのものです。
ボックス制度�

とは…�
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（表１）投書箱の設置場所�

市役所本庁舎� 中央１－２－１�
老人福祉センター寿楽荘� 木曽根３２２�
老人福祉センターすえひろ荘� 八條６６５�
身体障害者福祉センターやすらぎ�鶴ヶ曽根４１４－１�
保健センター� 八潮８－１０－１�
勤労青少年ホームゆまにて� 南川崎５２３�
八潮メセナ� 中央１－１０－１�
八幡図書館� 中央３－３２－１１�
文化スポーツセンター� 八潮３－３１�
資料館� 南後谷７６３－５０�
消防署大瀬出張所� 大瀬１４２２�
わかくさ福祉作業所� 南川崎８２６－３�
やしお生涯楽習館� 鶴ヶ曽根４２０－２�
八條図書館� 八條２７５３－４６�
エイトアリーナ� 鶴ヶ曽根１５３５－１�
小・中学校、県立高校（１７カ所）�

（表２）投書内容別件数�
市職員の応対、事務処理、庁舎管理など� ５０件�
高齢者、障害者、児童・乳幼児福祉� ３３件�
公共施設の運営管理� ２７件�
行政施策・総合計画� ２５件�
公園の設置・管理、緑地の保全� ２４件�
道水路の維持管理、下水道の整備� ２１件�
工場騒音、野焼き、犬のフン問題など� １８件�
教育施設整備、給食、文化文芸� １７件�
ホームページ、広報関係� １６件�
鉄道の建設、バス路線、循環バス� １３件�
防災・治安対策� １２件�
交通規制、道路反射鏡・街路灯の設置� １１件�
税金� ９件�
ゴミ処理、資源リサイクル� ７件�
体育施設運営管理（テニスコート、野球場含む）� ３件�
合併� ２件�
国体� １件�
その他� ２４件�

合　　　計� ３１３件�

※複数の質問も集計してあります�

（表３）投書方法別件数�

（表４）年代別投書者数�

※年齢が記載されていた方のみ集計�

１４７�投書箱�

１１７�電子メール�

２２�郵送�

３�ほっとラインやしお�

１�ファクス�

２９０�合　　　計�

１０歳未満� ９人�
１０歳以上２０歳未満�
２０歳以上３０歳未満�
３０歳以上４０歳未満�
４０歳以上５０歳未満�
５０歳以上６０歳未満�
６０歳以上�

合　　　計�

２８人�
２４人�
５７人�
１４人�
１９人�
２９人�
１８０人�

Mac2 Title:*広報やしお8/10号4-5面 Page:4  Date: 2004/08/04 Wed 10:35:02


